
令
和

5
年

1
月

1
3

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

4
年

 
第

5
2

週
（
1
2

月
2
6

日
～

1
月

1
日

）
 

令
和

5
年

 
第

 
1

週
（ 

1
月

2
日

～
 
1

月
8

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p
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f.
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p/

2
7
8
7
4
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       今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
※

令
和

4
年

5
2

週
（
1
2

月
2
6

日
～

1
月

1
日

）
 

 ❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
（（
令令

和和
55

年年
第第

11
週週

））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

3
.9

6
 
 

(0
.8

0
) 

 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
2

.0
6

 
 

(2
.8

8
) 

 

3
 

手
足

口
病

 
0

.2
9

 
 

(0
.7

6
) 

 

4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.2
1

 
 

(0
.2

9
) 

 

5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

0
.1

5
 
 

(0
.2

1
) 

 
 発

生
状

況
：

 
大

流
行

 
 

 
流

行
 

 
 

や
や

流
行

 
 

 
少

し
流

行
 

 
 

散
発

 
 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
((新新

型型
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

関関
係係

))❖❖
  

第
5
2

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

9
8
71

名
と

第
51

週
の

1
1
8
92

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

。
令

和
5

年
第

1
週

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

新
規

感
染

者
数

は
1
22

70
名

と
第

5
1

週
よ

り
増

加
し

て
い

ま
す

。
 

県
民

の
み

な
さ

ま
に

は
、

引
き

続
き

の
感

染
予

防
の

徹
底

へ
の

ご
協

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

❖❖
県県

内内
概概

況況
((そそ

のの
他他

のの
感感

染染
症症

))❖❖
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

定
点

当
た

り
報

告
数

が
、

流
行

開
始

の
目

安
と

な
る

 “
１
” 

を
超

え
て

い
ま

す
。

県
内

全
域

で
報

告
数

が

急
増

し
て

お
り

、
特

に
中

和
保

健
所

管
内

西
部

地
域

か
ら

の
報

告
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
か

か
ら

な
い

た

め
に

、
外

出
後

の
手

洗
い

・
消

毒
、

適
度

な
湿

度
の

保
持

、
十

分
な

休
養

と
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
栄

養
摂

取
、

人
混

み
や

繁
華

街
へ

の
外

出
を

控
え

る
、

室
内

で
は

こ
ま

め
に

換
気

す
る

な
ど

の
感

染
対

策
を

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

 
  ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

  
北北

部部
地地

区区
（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

年
末

の
休

診
日

が
あ

る
た

め
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

以
外

は
診

て
い

な
い

。
 

 中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

C
O

V
ID

-
1
9

陽
性

者
が

急
増

、
家

族
内

感
染

も
多

く
感

染
力

は
強

い
印

象
。

 

症
状

は
短

期
の

高
熱

で
軽

症
経

過
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

る
が

、

無
熱

で
咽

頭
痛

の
み

の
陽

性
者

や
嘔

吐
の

み
で

感
染

性
腸

炎

様
の

陽
性

者
も

あ
り

、
外

来
で

の
防

御
体

制
は

ま
だ

重
要

。
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

が
外

来
で

は
散

発
程

度
で

あ
る

が
、

学

校
で

流
行

中
。

 

他
に

感
染

性
腸

炎
、

帯
状

疱
疹

（
登

録
疾

患
外

）
が

あ
っ

た
。

 
 南南

部部
地地

区区
（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
の

流
行

は
続

い
て

い
る

。
A

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

も
増

加
し

て
き

て
い

る
。

 

普
通

感
冒

、
ウ

イ
ル

ス
性

胃
腸

炎
も

多
い

。
ヘ

ル
パ

ン
ギ

ー
ナ

、
手

足
口

病
は

み
ら

れ
な

く
な

っ
た

。
 

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

が
始

ま
っ

て
い
ま
す

 

出
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和

5
年

1
月

2
0

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

 
2

週
（ 

1
月

9
日

～
 
1

月
1
5

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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    今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
 

1
2

月
報

(月
単

位
報

告
対

象
疾

患
(性

感
染

症
・
薬

剤
耐

性
菌

感
染

症
)の

状
況

) 
 ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

7
.7

8
 
 

(3
.9

6
) 

 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
4

.5
0

 
 

(2
.0

6
) 

 

3
 

突
発

性
発

し
ん

 
0

.4
1

 
 

(0
.1

2
) 

 

4
 

手
足

口
病

 
0

.3
5

 
 

(0
.2

9
) 

 

5
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.2
9

 
 

(0
.2

1
) 

 
 発

生
状

況
：

 
大

流
行

 
 

 
流

行
 

 
 

や
や

流
行

 
 

 
少

し
流

行
 

 
 

散
発

 
 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
((新新

型型
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

関関
係係

))❖❖
  

第
2

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

9
3
23

名
と

第
1

週
の

1
2
2
7
0

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

高
い

値

で
推

移
し

て
い

ま
す

。
県

民
の

皆
様

に
は

引
き

続
き

3
密

（
密

集
・
密

接
・密

閉
）
の

回
避

や
換

気
に

加
え

て
、

マ
ス

ク
の

適
切

な

着
用

、
手

洗
い

な
ど

の
感

染
防

止
対

策
へ

の
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
((そそ

のの
他他

のの
感感

染染
症症

))❖❖
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

報
告

数
が

前
週

に
引

き
続

き
増

加
し

て
い

ま
す

。
中

和
保

健
所

管
内

西
部

地
域

で
は

、
定

点
あ

た
り

報

告
数

が
1
3.

9
0

と
な

り
注

意
報

開
始

基
準

の
10

を
上

回
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
他

の
地

域
に

つ
い

て
も

報
告

数
は

増
加

し
て

お
り

、

注
意

が
必

要
で

す
。

マ
ス

ク
・手

洗
い

な
ど

の
感

染
予

防
、

咳
エ

チ
ケ

ッ
ト
に

よ
る

感
染

拡
大

防
止

を
心

が
け

、
急

な
3
8

度
以

上

の
発

熱
、

咳
や

喉
の

痛
み

、
全

身
倦

怠
感

な
ど

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

が
疑

わ
れ

る
症

状
が

出
た

場
合

は
、

人
混

み
や

繁
華

街
へ

の
外

出
を

控
え

、
無

理
を

し
て

学
校

や
職

場
等

に
行

か
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 
 ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

  
北北

部部
地地

区区
（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

C
O

V
ID

-
19

は
各

年
齢

で
見

ら
れ

る
。

発
熱

と
嘔

吐
な

ど
消

化
器

症
状

の
患

児
も

見
ら

れ
る

。
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

型
が

散
見

さ
れ

る
。

手
足

口
病

も
ま

だ
見

ら
れ

る
。

 

レ
バ

ー
を

食
し

た
児

童
の

細
菌

性
腸

炎
が

あ
っ

た
。

 
 中中

部部
地地

区区
（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

次
第

に
増

加
、

コ
ロ

ナ
と

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

例
が

半
々

く
ら

い

に
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

特
に

学
童

で
多

い
。

ま
だ

急
増

と
い

う
ほ

ど
で

は
な

い
。

症
状

は
殆

ど
発

熱
、

咽
頭

痛
で

臨
床

上
コ

ロ
ナ

と
の

鑑
別

不
可

。
 

咳
嗽

例
は

少
な

く
な

り
、

ｈ
M

P
、

R
S

は
減

少
し

た
。

 

感
染

性
腸

炎
も

減
少

傾
向

。
 

 南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
の

流
行

は
続

い
て

い
る

。
 

A
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

は
は

じ
ま

っ
て

い
る

が
、

急
増

し
て

き
て

は
い

な
い

。
 

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

胃
腸

炎
が

増
加

し
て

き
た

。
 

 

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

の
流
行
が

始
ま
っ

て
い
ま
す
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令
和

5
年

1
月

2
7

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

 
3

週
（ 

1
月

1
6

日
～

 
1

月
2
2

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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    今今
週週

のの
概概

要要
  

 
病

原
体

（
ウ

イ
ル

ス
）
検

出
情

報
（
令

和
4

年
1
2

月
） 

 
毎

年
2

月
4

日
は

風
し

ん
の

日
 
－

受
け

る
の

は
今

！
ク

ー
ポ

ン
券

を
配

布
中

！
－

 
 ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
0

.8
7

 
 

(7
.7

8
) 

 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
4

.9
7

 
 

(4
.5

0
) 

 

3
 

手
足

口
病

 
0

.3
8

 
 

(0
.3

5
) 

 

4
 

突
発

性
発

し
ん

 
0

.2
9

 
 

(0
.4

1
) 

 

5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

0
.2

4
 
 

(0
.2

1
) 

 
 発

生
状

況
：

 
大

流
行

 
 

 
流

行
 

 
 

や
や

流
行

 
 

 
少

し
流

行
 

 
 

散
発

 
 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
((新新

型型
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

関関
係係

))❖❖
  

第
3

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

7
1
9
3

名
と

第
2

週
の

9
3
2
3

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

高
い

値
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

県
民

の
み

な
さ

ま
に

は
、

基
本

的
な

感
染

予
防

対
策

の
徹

底
を

改
め

て
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
((そそ

のの
他他

のの
感感

染染
症症

))❖❖
  

 
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
が

、
注

意
報

基
準

値
の

「
1
0
」
を

上
回

り
ま

し
た

。
中

和
保

健
所

管
内

西
部

地
域

で
は

、
県

内
で

も
特

に
報

告
数

の
多

い
状

況
が

続
い

て
い

ま
す

。
感

染
防

止
の

た
め

、
マ

ス
ク

の
着

用
、

帰
宅

後
の

手
洗

い
な

ど
の

対
策

を
行

い
ま

し
ょ

う
。

 
 ✤✤

病病
原原

体体
（（
ウウ

イイ
ルル

スス
））
検検

出出
情情

報報
（（
令令

和和
44

年年
11
22

月月
））
✤✤

  
  

  
  

  
  

  
  

  
ウ

イ
ル

ス
分

離
同

定
日

で
の

集
計

結
果

 

検
出

病
原
体
 

北
部
 

中
部
 

南
部
 

そ
の

他
 

臨
床
診
断
名
 

ヒ
ト

パ
レ
コ
 

1 
 

 
1 

 
 

 
 

急
性
脳
症
・
C
O
V
I
D-
1
9 

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
(
1
) 

 ✤✤
毎毎

年年
22

月月
44

日日
はは

風風
しし

んん
のの

日日
  
－－

受受
けけ

るる
のの

はは
今今

！！
クク

ーー
ポポ

ンン
券券

をを
配配

布布
中中

！！
－－

✤✤
  

1
9
6
2

年
4

月
2

日
か

ら
1
97

9
年

4
月

1
日

生
ま

れ
の

男
性

の
皆

様
へ

 

あ
な

た
と

、
こ

れ
か

ら
生

ま
れ

て
く

る
世

代
の

子
ど

も
を

守
る

た
め

に
風

し
ん

の
抗

体
検

査
と

予
防

接
種

を
受

け
ま

し
ょ

う
 

 
〇

先
天

性
風

し
ん

症
候

群
と

は
 

妊
娠

初
期

（
20

週
以

前
）
に

風
し

ん
に

感
染

す
る

と
、

赤
ち

ゃ
ん

が
先

天
性

心
疾

患
・白

内
障

・難
聴

を
特

徴
と

す
る

先
天

性
風

し

ん
症

候
群

を
持

っ
て

生
ま

れ
て

く
る

可
能

性
が

高
く

な
り

ま
す

。
 

 
〇

対
象

者
は

風
し

ん
の

抗
原

検
査

お
よ

び
予

防
接

種
を

 

1
9
6
2

年
4

月
2

日
か

ら
1
97

9
年

4
月

1
日

ま
で

に
生

ま
れ

た
男

性
は

過
去

に
公

的
に

予
防

接
種

が
行

わ
れ

て
い

な
い

た
め

、

自
分

が
風

し
ん

に
か

か
り

、
家

族
や

周
囲

の
人

た
ち

に
広

げ
て

し
ま

う
お

そ
れ

が
あ

り
ま

す
。

 

対
象

の
皆

様
に

は
、

お
住

ま
い

の
市

区
町

村
か

ら
、

原
則

無
料

で
風

し
ん

の
抗

体
検

査
と

予
防

接
種

を
受

け
て

い
た

だ
け

る
ク

ー

ポ
ン

券
を

お
送

り
し

て
い

ま
す

。
対

象
の

方
は

、
2
0
24

年
度

末
ま

で
に

抗
体

検
査

と
予

防
接

種
を

お
受

け
く

だ
さ

い
！

 

※
ク

ー
ポ

ン
券

が
届

い
て

い
な

い
方

や
ク

ー
ポ

ン
券

を
な

く
さ

れ
た

方
は

、
お

住
い

の
市

区
町

村
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

  
参

考
：
厚

生
労

働
省

H
P
 

 

h
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/
/
w
w
w
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h
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o
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se
is

ak
un

it
su

it
e/

b
u
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a/
ke

n
ko

u_
ir

yo
u/

ke
n
ko

u
/
ke

kk
ak

u-
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n
se

n
sh

ou
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ub
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/
in

d
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.h
tm

l 

イイ
ンン

フフ
ルル

エエ
ンン

ザザ
注注

意意
報報

発発
令令

でで
すす

！！
  

 
 

令
和

4
年

2
月

3
日

（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

4
週

（ 
1

月
2
3

日
～

 
1

月
2
9

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
4-

4
7
-3

1
8
3 

 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
        ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
3

.9
3

 
 

(1
0

.8
7

) 
 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
4

.9
7

 
 

(4
.9

7
) 

 

3
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.3
5

 
 

(0
.2

1
) 

 

4
 

咽
頭

結
膜

熱
 

0
.2

4
 
 

(0
.2

4
) 

 

5
 

突
発

性
発

し
ん

 
0

.2
1

 
 

(0
.2

9
) 

 
 発

生
状

況
：

 
大

流
行

 
 

 
流

行
 

 
 

や
や

流
行

 
 

 
少

し
流

行
 

 
 

散
発

 
 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
((新新

型型
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

関関
係係

))❖❖
  

第
4

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

4
7
13

名
と

第
3

週
の

7
1
9
3

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

高
い

値
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

県
民

の
み

な
さ

ま
に

は
、

基
本

的
な

感
染

予
防

対
策

の
徹

底
を

改
め

て
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
((そそ

のの
他他

のの
感感

染染
症症

))❖❖
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

定
点

あ
た

り
報

告
数

が
増

加
し

て
い

ま
す

。
特

に
、

中
和

保
健

所
管

内
西

部
地

域
で

は
、

県
内

で
も

特

に
報

告
数

の
多

い
状

況
が

続
い

て
い

ま
す

。
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
予

防
に

は
、

感
染

経
路

（
接

触
感

染
・
飛

沫
感

染
）
を

断
つ

こ

と
、

予
防

接
種

を
受

け
る

こ
と

だ
け

で
な

く
、

免
疫

力
を

高
め

る
こ

と
も

重
要

で
す

。
免

疫
力

が
弱

っ
て

い
る

と
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ

ウ
イ

ル
ス

に
感

染
し

や
す

く
な

り
、

ま
た

、
感

染
し

た
と

き
に

症
状

が
重

く
な

っ
て

し
ま

う
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
普

段
か

ら
十

分
な

睡

眠
と

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
食

事
を

心
が

け
、

免
疫

力
を

高
め

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

 
 ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

増
え

て
い

る
。

全
例

ワ
ク

チ
ン

未
接

種
者

で
あ

っ
た

。
 

小
学

生
で

は
コ

ロ
ナ

感
染

者
よ

り
多

く
な

っ
て

い
る

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

で
は

カ
ン

ピ
ロ

バ
ク

タ
ー

例
も

あ
っ

た
。

保
育

園
で

は
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
腸

炎
例

が
あ

る
。

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

増
加

、
現

在
ま

で
で

は
、

す
べ

て
A

型
。

 

学
童

が
多

く
学

級
閉

鎖
も

あ
る

。
症

状
は

短
期

発
熱

、
軽

症
。

 

C
O

V
ID

-
19

陽
性

者
も

続
い

て
み

ら
れ

る
が

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

や
や

優
位

で
あ

っ
た

。
 

生
後

３
６

日
の

R
S

感
染

症
が

あ
り

紹
介

入
院

し
た

が
重

篤
経

過
で

は
な

か
っ

た
。

 

感
染

性
腸

炎
も

増
加

、
嘔

吐
が

主
の

ノ
ロ

様
が

多
い

。
 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

急
増

、
大

部
分

が
A

型
だ

が
一

部
B

型
も

み
ら

れ
る

。
 

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
の

流
行

も
続

い
て

い
る

。
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

と
C

O
V

ID
-
1
9

の
同

時
 

感
染

例
も

み
ら

れ
て

い
る

。
 

ま
た

遷
延

す
る

発
熱

者
で

は
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

感
染

症
も

で
て

い
る

。
 

ウ
イ

ル
ス

性
胃

腸
炎

の
流

行
も

続
い

て
い

る
。

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

陽
性

者
が

多
い

。
 

イイ
ンン

フフ
ルル

エエ
ンン

ザザ
注注

意意
報報

発発
令令

でで
すす

！！
  

出
典

：
厚

生
労

働
省

H
P
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.m

h
lw
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o
.j
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bu
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ke

n
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u
/
ke
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u
-
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n
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n
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o
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u
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令
和

5
年

2
月

1
0

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

5
週

（ 
1

月
3
0

日
～

 
2

月
5

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
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ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
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E
L
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7
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
梅

毒
が

増
加

し
て

い
ま

す
！

 
 

1
月

報
（
月

単
位

報
告

対
象

疾
患

（
性

感
染

症
・
薬

剤
耐

性
菌

感
染

症
）
の

状
況

）
 

              ❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
9

.4
2

 
 

(1
3

.9
3

) 
 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
6

.3
5

 
 

(4
.9

7
) 

 

3
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.4
7

 
 

(0
.3

5
) 

 

4
 

突
発

性
発

し
ん

 
0

.2
4

 
 

(0
.2

1
) 

 

5
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

0
.2

1
 
 

(0
.1

2
) 

 

発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

❖❖
県県

内内
概概

況況
((新新

型型
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

関関
係係

))❖❖
  

第
5

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

3
2
51

名
と

第
4

週
の

4
7
1
3

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

高
い

値
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

県
民

の
み

な
さ

ま
に

は
、

基
本

的
な

感
染

予
防

対
策

の
徹

底
を

改
め

て
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
((そそ

のの
他他

のの
感感

染染
症症

))❖❖
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

定
点

あ
た

り
報

告
数

が
増

加
し

て
い

ま
す

。
特

に
、

中
和

保
健

所
管

内
西

部
地

域
で

は
、

定
点

あ
た

り

報
告

数
が

、
警

報
レ

ベ
ル

で
あ

る
3
0

を
上

回
る

3
8
.7

0
と

な
っ

て
い

ま
す

。
空

気
が

乾
燥

す
る

と
、

気
道

粘
膜

の
防

御
機

能
が

低
下

し
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

か
か

り
や

す
く

な
り

ま
す

。
特

に
、

乾
燥

し
や

す
い

室
内

で
は

加
湿

器
な

ど
を

使
っ

て
適

切
な

湿

度
（
5
0
～

6
0％

）を
保

つ
こ

と
も

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
予

防
に

効
果

的
で

す
。

 
  ✤✤

梅梅
毒毒

がが
増増

加加
しし

てて
いい

まま
すす

！！
✤✤

 

「
梅

毒
（

ば
い

ど
く
）
」
は
、
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
(
細
菌
)に

よ
る
感
染
症
で
す
。
 

近
年

、
全
国

で
「
梅
毒
」
の
感
染
者
が
急
増
し
て
お
り
、
奈
良
県
で
も
 

報
告

者
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

 ・
梅

毒
は

、
主

に
性

的
接

触
に

よ
っ

て
感

染
し

、
放

置
す

る
と

、
心

臓
や

脳
に

合
併

症
を

 

 
起

こ
し

て
死

に
至

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
 

 ・
女

性
の

2
0

代
～

3
0

代
の

感
染

増
加

に
よ

り
、

「
先

天
性

梅
毒

」
の

報
告

も
見

ら
れ

 

ま
す

。
妊

娠
中

の
感

染
は

胎
児

に
大

き
く

影
響

し
、

死
産

や
早

産
、

生
ま

れ
て

く
る

 

子
供

の
神

経
や

骨
な

ど
に

異
常

を
き

た
す

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 
 ・
予

防
に

は
、

コ
ン

ド
ー

ム
の

使
用

が
大

切
で

す
。

た
だ

し
、

キ
ス

や
オ

ー
ラ

ル
セ

ッ
ク

ス
、

 

皮
膚

や
粘

膜
の

接
触

等
で

感
染

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

不
特

定
多

数
と

の
性

交
渉

は
 

感
染

リ
ス

ク
が

大
き

く
危

険
で

す
。

 
 ・
感

染
初

期
に

、
性

器
や

口
の

中
に

で
き

る
痛

み
や

か
ゆ

み
の

な
い

「し
こ

り
」
が

見
ら

れ
 

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
症

状
が

あ
る

と
き

や
、

不
安

な
と

き
は

、
早

め
に

近
く

の
医

療
機

関
 

や
保

健
所

に
相

談
し

ま
し

ょ
う
。

早
期

診
断

と
治

療
が

完
治

に
つ

な
が

り
ま

す
。

 

 
出

典
：N

E
S
ID

 

(感
染

症
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

シ
ス

テ
ム

) 

(2
02

2
年

の
値

は
令

和
5

年
2

月
7

日
時

点
の

暫
定

値
) 

イイ
ンン

フフ
ルル

エエ
ンン

ザザ
注注

意意
報報

発発
令令

中中
でで

すす
！！

  

詳
し
く
は
「
厚
生
労
働
省
：
梅
毒
」
 

h
tt

ps
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/
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lw
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令
和

5
年

2
月

1
7

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

6
週

（ 
2

月
6

日
～

 
2

月
1
2

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
        ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

2
0

.2
0

 
 

(1
9

.4
2

) 
 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.5
6

 
 

(6
.3

5
) 

 

3
 

手
足

口
病

 
0

.3
5

 
 

(0
.0

6
) 

 

4
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

0
.3

2
 
 

(0
.2

1
) 

 

5
 

突
発

性
発

し
ん

 
0

.2
1

 
 

(0
.2

4
) 

 

発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
((新新

型型
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

関関
係係

))❖❖
  

第
6

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

2
2
12

名
と

第
5

週
の

3
2
5
1

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

高
い

値
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

県
民

の
み

な
さ

ま
に

は
、

基
本

的
な

感
染

予
防

対
策

の
徹

底
を

改
め

て
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
((そそ

のの
他他

のの
感感

染染
症症

))❖❖
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
注

意
報

発
令

中
で

す
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

予
防

に
、

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
策

に
も

、
十

分
な

換

気
が

重
要

で
す

。
建

物
に

組
み

込
ま

れ
て

い
る

常
時

換
気

設
備

や
台

所
・
洗

面
所

の
換

気
扇

に
よ

り
、

室
温

を
大

き
く

変
動

さ

せ
る

こ
と

な
く

換
気

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

常
時

換
気

設
備

や
換

気
扇

を
常

時
運

転
し

、
換

気
量

を
確

保
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 
  ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

C
O

V
ID

-
19

は
減

少
傾

向
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

A
型

が
流

行
し

て
い

る
。

 

ウ
イ

ル
ス

性
胃

腸
炎

が
保

育
園

で
発

生
し

て
い

る
。

 

ク
ル

ー
プ

様
気

管
支

炎
の

兄
弟

例
が

あ
っ

た
が

原
因

は
不

明
、

対
症

療
法

で
軽

快
し

て
い

る
。

 
 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

C
O

V
ID

-
19

陽
性

者
は

減
少

し
て

い
る

が
ま

だ
み

ら
れ

る
。

 

感
染

力
は

ま
だ

強
い

よ
う
で

１
例

発
生

す
れ

ば
家

族
内

に
波

及
し

て
い

る
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

急
増

中
、

今
の

と
こ

ろ
全

例
Ａ

型
。

コ
ロ

ナ
と

の
同

時
感

染
例

は
な

か
っ

た
。

 

1
0

歳
代

か
ら

成
人

ま
で

の
年

齢
層

で
、

嘔
吐

、
水

様
下

痢
の

ノ
ロ

様
感

染
性

腸
炎

が
流

行
。

 

R
S
、

ｈ
M

P
肺

炎
は

見
ら

れ
ず

、
呼

吸
器

感
染

は
や

や
減

少
。

 

他
の

届
け

出
疾

患
は

な
か

っ
た

。
 

 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

が
続

い
て

い
る

。
大

部
分

は
A

型
だ

が
B

型
も

散
見

さ
れ

る
。

 

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
は

減
少

し
て

き
て

い
る

。
発

熱
者

が
多

い
た

め
鑑

別
の

対
応

者
数

は
減

少
し

て
い

な
い

。
 

症
状

遷
延

例
に

は
、

迅
速

キ
ッ

ト
で

の
診

断
漏

れ
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

加
え

、
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

や
ヒ

ト
メ

タ
ニ

ュ
ー

モ
ウ

イ
ル

ス
も

み
ら

れ
る

。
 

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

胃
腸

炎
の

流
行

も
続

い
て

い
る

。
 

イイ
ンン

フフ
ルル

エエ
ンン

ザザ
注注

意意
報報

発発
令令

中中
でで

すす
！！
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「
子
ど

も
予
防

接
種

週
間

」
の
 

実
施

に
つ
い

て
(
厚

生
労

働
大
臣

H
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令
和

5
年

2
月

2
4

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

7
週

（ 
2

月
1
3

日
～

 
2

月
1
9

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
3

月
1

日
～

3
月

7
日

は
こ

ど
も

予
防

接
種

週
間

で
す

 
       ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
6

.5
8

 
 

(2
0

.2
0

) 
 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
7

.0
9

 
 

(5
.5

6
) 

 

3
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

0
.4

4
 
 

(0
.3

2
) 

 

4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.1
8

 
 

(0
.1

5
) 

 

5
 

突
発

性
発

し
ん

 
0

.1
5

 
 

(0
.2

1
) 

 

発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
((新新

型型
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

関関
係係

))❖❖
  

第
7

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

1
55

8
名

と
第

6
週

の
22

1
2

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

依
然

と
し

て

高
い

値
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

県
民

の
み

な
さ

ま
に

は
、

基
本

的
な

感
染

予
防

対
策

の
徹

底
を

改
め

て
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
((そそ

のの
他他

のの
感感

染染
症症

))❖❖
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
注

意
報

発
令

中
で

す
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

定
点

あ
た

り
報

告
数

は
、

16
.5

8
と

前
週

よ
り

や
や

減
少

し
て

い

る
も

の
の

、
ま

だ
ま

だ
注

意
が

必
要

で
す

。
感

染
症

予
防

の
基

本
で

あ
る

手
洗

い
は

、
洗

う
回

数
を

増
や

し
、

石
け

ん
を

使
用

す

る
と

効
果

的
で

す
。

外
出

後
は

特
に

、
流

水
と

石
け

ん
を

用
い

て
し

っ
か

り
と

手
を

洗
い

ま
し

ょ
う

。
 

   ✤✤
33

月月
11

日日
かか

らら
33

月月
77

日日
はは

子子
どど

もも
予予

防防
接接

種種
週週

間間
でで

すす
✤✤

 
 

４
月

か
ら

の
入

園
・
入

学
に

備
え

て
、

 

必
要

な
予

防
接

種
を

す
ま

せ
、
 

病
気

を
未

然
に

防
ぎ

ま
し

ょ
う

！
 

・
子

ど
も

の
予

防
接

種
は

、
赤

ち
ゃ

ん
が

お
母

さ
ん

か
ら

受
け

継
い

だ
免

疫
が

薄
れ

て
く

る
時

期
、

病
気

に
か

か
り

や
す

い
年

齢
や

重
症

化
し

や
す

い
年

齢

な
ど

に
応

じ
て

接
種

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 
 ・
定

期
接

種
は

、
病

気
ご

と
に

定
め

ら
れ

た
接

種
期

間
が

あ
り

ま
す

の
で

、
適

切

な
期

間
内

に
、

忘
れ

な
い

よ
う
に

接
種

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

 
 ・
子

ど
も

予
防

接
種

週
間

の
期

間
中

、
通

常
の

診
療

時
間

に
予

防
接

種
を

受

け
に

く
い

方
の

た
め

、
協

力
医

療
機

関
等

に
お

い
て

、
土

曜
日

、
日

曜
日

な

ど
も

予
防

接
種

を
受

け
ら

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

（
必

ず
、

事
前

に
医

療
機

関
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
）
 

 ・
予

防
接

種
に

つ
い

て
は

、
お

住
ま

い
の

市
町

村
予

防
接

種
担

当
課

へ
お

問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

イイ
ンン

フフ
ルル

エエ
ンン

ザザ
注注

意意
報報

発発
令令

中中
でで

すす
！！

  

 

令
和

5
年

3
月

3
日

（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

8
週

（ 
2

月
2
0

日
～

 
2

月
2
6

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
       ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
3

.5
5

 
 

(1
6

.5
8

) 
 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
6

.9
1

 
 

(7
.0

9
) 

 

3
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

0
.2

6
 
 

(0
.4

4
) 

 

4
 

咽
頭

結
膜

熱
 

0
.1

8
 
 

(0
.0

0
) 

4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.1
8

 
 

(0
.1

8
) 

 

発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
((新新

型型
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

関関
係係

))❖❖
  

第
8

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

1
0
48

名
と

第
7

週
の

1
5
58

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

依
然

高
い

値
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

県
民

の
み

な
さ

ま
に

は
、

基
本

的
な

感
染

予
防

対
策

の
徹

底
を

改
め

て
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
((そそ

のの
他他

のの
感感

染染
症症

))❖❖
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

報
告

数
は

先
週

に
引

き
続

き
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

注
意

報
発

令
基

準
の

「
1
0
」
を

下
回

っ
て

い
ま

せ
ん

の
で

、
注

意
が

必
要

で
す

。
湿

度
を

適
切

(5
0
～

6
0
％

)に
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

し
て

気
道

粘
膜

の
防

御
機

能
の

低
下

を
防

ぎ
、

規
則

正
し

い
生

活
や

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

食
事

で
免

疫
力

を
高

め
て

、
感

染
予

防
に

努
め

ま
し

ょ
う

。
 

 ✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

A
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

は
続

い
て

い
る

。
今

期
、

B
型

は
経

験
し

て
い

な
い

。
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

は
減

少
し

て
い

る
印

象
で

す
。

 

ウ
イ

ル
ス

性
胃

腸
炎

は
続

い
て

い
る

。
 

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

続
い

て
み

ら
れ

る
が

増
加

傾
向

は
や

や
止

ま
っ

て
い

る
印

象
。

す
べ

て
A

型
。

症
状

は
短

期
の

高
熱

等
の

軽
症

経
過

。
 

C
O

V
ID

-
19

の
減

少
し

て
は

い
る

が
ま

だ
み

ら
れ

る
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

の
鑑

別
は

難
し

く
検

査
結

果
に

よ
っ

て
い

る
。

 

他
に

嘔
吐

、
水

様
下

痢
の

ノ
ロ

様
感

染
性

腸
炎

も
流

行
中

、
時

に
高

熱
の

例
や

、
特

徴
と

い
え

る
か

も
知

れ
な

い
が

頭
痛

を
伴

う
例

が
あ

る
。

感
染

力
は

比
較

的
強

い
の

か
、

家
族

内
感

染
も

見
ら

れ
て

い
る

。
 

乳
児

の
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
は

な
か

っ
た

。
 

R
S
、

ｈ
M

P
等

の
呼

吸
器

疾
患

は
減

少
し

た
。

 

そ
の

他
の

届
け

出
疾

患
は

な
か

っ
た

。
 

 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

が
続

い
て

い
る

。
大

部
分

は
A

型
だ

が
B

型
も

散
見

さ
れ

る
。

 

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
は

減
少

し
て

き
て

い
る

。
発

熱
者

が
多

い
た

め
鑑

別
の

対
応

者
数

は
減

少
し

て
い

な
い

。
 

症
状

遷
延

例
に

は
、

迅
速

キ
ッ

ト
で

の
診

断
漏

れ
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

加
え

、
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

や
ヒ

ト
メ

タ
ニ

ュ
ー

モ
ウ

イ
ル

ス
も

み
ら

れ
る

。
 

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

胃
腸

炎
の

流
行

も
続

い
て

い
る

。
 

イイ
ンン

フフ
ルル

エエ
ンン

ザザ
注注

意意
報報

発発
令令

中中
でで

すす
！！
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令
和

5
年

3
月

1
0

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

9
週

（ 
2

月
2
7

日
～

 
3

月
5

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
病

原
体

（
ウ

イ
ル

ス
）
検

出
情

報
（
令

和
5

年
2

月
）
 

 
マ

ス
ク

着
用

の
考

え
方

に
つ

い
て

 
 

2
月

報
（
月

単
位

報
告

対
象

疾
患

（
性

感
染

症
・
薬

剤
耐

性
菌

感
染

症
）
の

状
況

）
 

       ❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
1

.1
3

 
 

(1
3

.5
5

) 
 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
7

.5
3

 
 

(6
.9

1
) 

 

3
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

0
.3

8
 
 

(0
.2

6
) 

 

4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.2
9

 
 

(0
.1

8
) 

 

5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

0
.1

5
 
 

(0
.1

8
) 

 

発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
第

9
週

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

新
規

感
染

者
数

は
6
59

名
と

、
令

和
4

年
第

2
6

週
以

来
1
0
0
0

名
を

下
回

り
ま

し
た

。
 

ま
た

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

も
先

週
に

引
き

続
き

減
少

し
て

い
ま

す
が

、
未

だ
定

点
当

た
り

報
告

数
が

1
1
.1

3
と

高
い

値
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

両
疾

患
と

も
、

基
本

的
な

感
染

予
防

対
策

の
徹

底
を

改
め

て
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

感
染

性
胃

腸
炎

が
増

加
し

て
い

ま
す

。
調

理
を

行
う

前
や

食
事

の
前

、
ト
イ

レ
に

行
っ

た
後

な
ど

、
流

水
と

石
け

ん
に

よ
る

こ
ま

め
な

手
洗

い
を

行
い

ま
し

ょ
う
。

 
 ✤✤

病病
原原

体体
（（
ウウ

イイ
ルル

スス
））
検検

出出
情情

報報
（（
令令

和和
55

年年
22

月月
））
✤✤

  
  

  
  

  
  

  
  

  
ウ

イ
ル

ス
分

離
同

定
日

で
の

集
計

結
果

 
 

検
出
病
原
体
 

北
部
 

中
部
 

南
部
 

そ
の

他
 

臨
床

診
断
名
 

ア
デ

ノ
 

41
 

 
 

1 
 

 
 

 
急

性
脳

炎
・

CO
VI

D
-1

9・
ア

デ
ノ
ウ
イ

ル
ス

感
染

(1
) 

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
 

AH
3 

 
 

1 
 

 
 

 
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

(1
) 

  ✤✤
ママ

スス
クク

着着
用用

のの
考考

ええ
方方

にに
つつ

いい
てて

✤✤
 

令
和

5
年

3
月

1
3

日
以

降
、

個
人

の
主

体
的

な
選

択
を

尊
重

し
、

マ
ス

ク
着

用
は

個
人

の

判
断

に
委

ね
る

こ
と

に
な

り
ま

す
が

、
下

記
の

注
意

が
必

要
で

す
。

 

◎症
状

が
あ

る
方

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

検
査

で
陽

性
と

な
っ

た
方

、
同

居
す

る
家

族
に

陽
性

と
な

っ
た

方
が

い
る

方
は

、
周

囲
の

方
に

感
染

を
広

げ
な

い
た

め
に

、
外

出
を

控

え
て

く
だ

さ
い

。
通

院
な

ど
で

や
む

を
得

え
ず

外
出

す
る

時
に

は
、

人
混

み
は

避
け

、
マ

ス
ク

の
着

用
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

◎高
齢

者
な

ど
重

症
化

リ
ス

ク
の

高
い

方
へ

の
感

染
を

防
ぐ

た
め

、
医

療
機

関
の

受
診

や
高

齢

者
施

設
な

ど
へ

の
訪

問
時

、
混

雑
し

た
電

車
や

バ
ス

に
乗

る
通

勤
ラ

ッ
シ

ュ
時

な
ど

は
マ

ス
ク

の
着

用
を

推
奨

し
ま

す
。

 

◎新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
流

行
期

に
重

症
化

リ
ス

ク
の

高
い

方
が

混
雑

し
た

場
所

に
行

く
時

に
つ

い
て

は
、

感
染

か
ら

自
身

を
守

る
た

め
の

対
策

と
し

て
マ

ス
ク

の
着

用
が

効
果

的
で

す
。

 
【
参

考
】 

厚
生

労
働

省
 

h
tt

p
s:

//
w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.j
p
/
st

f/
se

is
ak

u
n
it
su

it
e/

bu
ny

a/
ka

n
se

n
ta

is
ak

u
_0

0
00

1
.h

tm
l 

イイ
ンン

フフ
ルル

エエ
ンン

ザザ
注注

意意
報報

発発
令令

中中
でで

すす
！！

  

 

令
和

5
年

3
月

1
7

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

1
0

週
（ 

3
月

 
6

日
～

 
3

月
1
2

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー
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小

児
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外
来

情
報

 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

8
.5

3
 
 

(1
1

.1
3

) 
 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
7

.2
1

 
 

(7
.5

3
) 

 

3
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

0
.3

2
 
 

(0
.3

8
) 

 

4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.2
6

 
 

(0
.2

9
) 

 

5
 

突
発

性
発

し
ん

 
0

.2
4

 
 

(0
.1

5
) 

 

発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
第

1
0

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

5
40

名
と

第
9

週
の

6
5
9

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

。
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

、
県

内
全

体
の

定
点

当
た

り
報

告
数

が
注

意
報

基
準

値
「
1
0
」
を

下
回

り
ま

し
た

が
、

流
行

の
指

標
と

な
る

「
1
」
を

下
回

る
ま

で
は

注
意

が
必

要
で

す
。

両
疾

患
と

も
、

基
本

的
な

感
染

予
防

対
策

を
心

が
け

ま
し

ょ
う

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

、
横

ば
い

で
す

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
流

行
以

前
は

、
春

先
に

ロ
タ

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
感

染
性

胃
腸

炎
が

増
加

し
て

い
ま

し
た

。
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
は

予
防

接
種

法
に

基
づ

く
定

期
接

種
の

ワ
ク

チ

ン
で

す
の

で
、

生
後

1
4

週
6

日
ま

で
に

初
回

接
種

し
、

重
症

胃
腸

炎
を

予
防

し
ま

し
ょ

う
。

 
 ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

は
減

少
し

て
い

る
。

風
邪

症
状

の
乳

幼

児
に

陽
性

例
が

あ
り

、
迅

速
検

査
数

は
減

少
し

て
い

な
い

。
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

ピ
ー

ク
を

過
ぎ

て
減

少
し

て
い

る
。

 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
例

が
あ

っ
た

。
 

確
定

診
断

が
で

き
て

い
な

い
3

日
程

度
で

軽
快

す
る

高
熱

の
患

児
を

数
人

経
験

す
る

。
 

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

C
O

V
ID

-
19

陽
性

者
は

減
少

、
散

発
程

度
と

な
っ

て
き

た
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
も

増
加

傾
向

な
く

少
な

い
状

況
。

 

ノ
ロ

様
感

染
性

腸
炎

が
流

行
中

、
嘔

吐
、

下
痢

、
中

に
高

熱
、

頭
痛

を

伴
う

例
も

あ
り

。
 

他
の

登
録

疾
患

は
な

か
っ

た
。

 
 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
陽

性
者

は
減

少
し

て
い

る
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

型
感

染
症

の
流

行
は

続
い

て
い

る
も

の
の

、
実

数

は
減

少
し

て
き

て
い

る
。

B
型

の
流

行
は

み
ら

れ
て

い
な

い
。

 

ウ
イ

ル
ス

性
胃

腸
炎

の
流

行
は

続
い

て
い

る
。

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

陽
性

を
認

 

め
て

い
る

。
 

遷
延

す
る

呼
吸

器
感

染
か

ら
は

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
や

従
来

の
コ

ロ
ナ

 

ウ
イ

ル
ス

が
検

出
さ

れ
て

い
る

。
 

出
典

：
厚

生
労

働
省

「
マ

ス
ク

の
着

用
に

つ
い

て
」
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.j
p
/
st

f/
se

is
ak

u
n
it
su

it
e/

b
u
n
ya

/
k
an

se
n

ta
is

ak
u
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0
0
0
1
.h
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令
和

5
年

3
月

2
4

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

1
1

週
（ 

3
月

1
3

日
～

 
3

月
1
9

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
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/
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w
w
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 今今
週週
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概概

要要
  

 
３

月
２

４
日

は
世

界
結

核
デ

ー
 

 ❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  
 

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
7

.2
6

 
 

(7
.2

1
) 

 

2
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

7
.2

5
 
 

(8
.5

3
) 

 

3
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

0
.5

9
 
 

(0
.3

2
) 

 

4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.2
4

 
 

(0
.2

6
) 

 

4
 

突
発

性
発

し
ん

 
0

.2
4

 
 

(0
.2

4
) 

 
 発

生
状

況
：

 
大

流
行

 
 

 
流

行
 

 
 

や
や

流
行

 
 

 
少

し
流

行
 

 
 

散
発

 
 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
第

1
1

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

5
78

名
と

、
第

1
0

週
と

比
べ

横
ば

い
で

す
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

報
告

数
は

第
1
0

週
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

定
点

当
た

り
報

告
数

が
1
.0

を
下

回
る

ま
で

は
注

意
が

必
要

で
す

。
両

疾
患

と
も

、
基

本
的

な
感

染
予

防
対

策
の

徹
底

を
改

め
て

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

が
増

加
し

て
い

ま
す

。
感

染
性

胃
腸

炎
は

細
菌

や
ウ

イ
ル

ス
な

ど
の

病
原

体
に

よ
る

嘔
吐

、
下

痢
を

主
症

状

と
す

る
感

染
症

で
す

。
原

因
の

一
つ

で
あ

る
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
は

、
感

染
力

が
非

常
に

強
く

、
少

な
い

ウ
イ

ル
ス

量
で

感
染

し
ま

す
。

感
染

者
の

便
や

嘔
吐

物
に

は
大

量
の

ウ
イ

ル
ス

が
含

ま
れ

て
お

り
、

下
痢

等
の

症
状

が
な

く
な

っ
て

も
、

長
い

と
き

に
は

１
ヶ

月

程
度

ウ
イ

ル
ス

の
排

泄
が

続
く

こ
と

が
あ

る
の

で
、

症
状

が
改

善
し

た
後

も
注

意
が

必
要

で
す

。
調

理
を

行
う

前
や

食
事

の
前

、

ト
イ

レ
に

行
っ

た
後

な
ど

、
流

水
と

石
け

ん
に

よ
る

こ
ま

め
な

手
洗

い
を

行
い

ま
し

ょ
う

。
 

   ✤✤
３３

月月
２２

４４
日日

はは
世世

界界
結結

核核
デデ

ーー
✤✤

  
 

～
世

界
結

核
デ

ー
2
0
2
3

の
テ

ー
マ

は
、

「
Y
e
s 

! 
W

e
 c

an
 e

n
d
 T

B
 !
」～

 
 

1
8
8
2
年

3
月

2
4
日
に
ド
イ
ツ
の
細
菌
学
者
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
が
「
結
核
菌
の
発
見
」
を
学
会
で
発
表
し
た
日
に
ち
な
み
、

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
は
こ
の
日
を
「
世
界
結
核
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た

。
結
核
問
題
の
重
要
性
、
結
核
対
策
の
強
化
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
毎
年

、
世
界
各
地
で
結
核
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
 

日
本
の

2
0
21

年
の
結
核
り
患
率
は

9.
2
と
な
り
、
り
患
率

10
.
0
未
満

と
す
る
低
ま
ん
延
の
水
準
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
結
核

は
今
で
も
年
間

1
万
人
以
上
の
新
規
患
者
が
発
生
し
、
約

2
0
0
0
人
が
死
に
至
る
主
要
な
感
染
症
で
す
。
奈
良
県
で
も
令
和

3
年

に
1
2
1
人
の
方
が
新

た
に
結
核
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 ◎
早
期
発

見
・
早

期
治
療

が
重

要
 

長
引
く

咳
、
た

ん
、
微

熱
、

体
の
だ
る

さ
な
ど

風
邪
の

よ
う

な
症
状
で

、
早

期
に

は
目

立
た

な
い

こ
と

が
多

い
た

め
、

高
齢

者
や
小

児
で
は

気
づ
か

な
い
う

ち
に

進
行
し
て

し
ま
う

こ
と
が

あ
り

ま
す
。
2

週
間
以

上
、

症
状

が
続

く
場

合
は

、
早

め
に

医
療

機
関

を
受
診

し
ま
し
ょ

う
。
結

核
が
進

行
す

る
と
咳
や

く
し
ゃ

み
に
よ

っ
て

周
り
の
人

へ
の

感
染

リ
ス

ク
が

高
ま

り
ま

す
。

 

・
早
期
発

見
の
た

め
、
定

期
的

に
胸
部
エ

ッ
ク
ス

線
検
査

を
受

け
ま
し
ょ

う
 

・
小
児
の

重
症
化

予
防
に

は
、

B
C
G
ワ
ク
チ
ン
（
定
期

接
種
）

が
有
効
で

す
 

 
【
参

考
】 

厚
生

労
働

省
「
結

核
（
B

C
G

ワ
ク

チ
ン

）
」 
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W
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世
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月

3
1

日
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金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

1
2

週
（ 

3
月

2
0

日
～

 
3

月
2
6

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
 ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

6
.0

9
 
 

(7
.2

5
) 

 

2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.6
8

 
 

(7
.2

6
) 

 

3
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

0
.5

9
 
 

(0
.5

9
) 

 

4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
0

.3
8

 
 

(0
.2

4
) 

 

5
 

突
発

性
発

し
ん

 
0

.2
4

 
 

(0
.2

4
) 

 
 発

生
状

況
：

 
大

流
行

 
 

 
流

行
 

 
 

や
や

流
行

 
 

 
少

し
流

行
 

 
 

散
発

 
 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 
急

増
、

増
加

、
や

や
増

加
、

横
ば

い
、

や
や

減
少

、
減

少
 

 ❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
第

1
2

週
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
新

規
感

染
者

数
は

4
90

名
と

、
第

1
1

週
の

57
8

名
よ

り
減

少
し

て
い

ま
す

。
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

患
者

報
告

数
は

減
少

傾
向

で
す

が
、

定
点

あ
た

り
報

告
数

が
1
.0

を
下

回
る

ま
で

は
注

意
が

必
要

で
す

。
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
や

季
節

性
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

な
ど

の
感

染
症

は
、

咳
や

く
し

ゃ
み

の
飛

沫
に

よ
り

感
染

す
る

こ
と

が
あ

り

ま
す

。
他

の
人

に
う

つ
し

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

、
咳

・
く

し
ゃ

み
を

す
る

際
に

は
、

口
や

鼻
を

お
さ

え
る

「
咳

エ
チ

ケ
ッ

ト
」
を

実
践

す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

咳
や

く
し

ゃ
み

を
手

で
お

さ
え

て
し

ま
う

と
、

そ
の

手
で

触
っ

た
ド

ア
ノ

ブ
な

ど
周

囲
の

物
に

ウ
イ

ル
ス

が
付

着
し

て
し

ま
い

ま
す

。
マ

ス
ク

を
し

て
い

な
い

と
き

に
は

テ
ィ

ッ
シ

ュ
・
ハ

ン
カ

チ
な

ど
で

口
や

鼻
を

覆
う

よ
う

に
し

、
と

っ
さ

の
と

き
に

は
上

着
の

内
側

や
袖

で
覆

う
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 
   ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

C
O

V
ID

-
19

は
減

少
し

て
い

る
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

患
者

数
は

週
に

よ
り

増
減

し
て

い
る

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

は
続

い
て

い
る

。
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

流
行

の
始

ま
り

か
も

し
れ

な
い

。
生

後
1

か
月

の
乳

児
は

管
理

入
院

と
な

っ
た

。
 

他
の

届
出

疾
患

は
無

か
っ

た
。

 

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

C
O

V
ID

-
19

例
は

減
少

し
た

。
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

増
加

は
な

い
が

少
し

ず
つ

持
続

。
す

べ
て

Ａ
型

。
 

嘔
吐

が
主

の
ノ

ロ
様

感
染

性
腸

炎
が

流
行

、
水

様
下

痢
を

伴
う

例
も

あ
る

。
 

乳
児

で
Ｒ

Ｓ
陽

性
例

が
散

発
し

て
み

ら
れ

る
。

今
冬

他
の

届
け

出
疾

患
は

 

な
か

っ
た

。
 

 南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
は

減
少

。
散

発
的

に
み

ら
れ

る
の

み
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

も
減

少
傾

向
は

あ
る

も
、

ま
だ

流
行

は
続

い
て

い
る

。
 

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

等
の

胃
腸

炎
は

増
加

し
て

き
て

い
る

。
 

他
の

呼
吸

器
感

染
症

は
多

く
、

一
部

の
遷

延
が

み
ら

れ
る

。
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